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2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成プロジェクト報告

― 地域と大学が連携した地域基盤型のボランティア教育システム ―

芝田 ゆかり 1）　高橋 直美 1）　名和めぐみ 2）　北端 惠子 1）

はじめに

　看護学を学ぶ学生は，講義・演習・実習を通して，看護の対象者を理解し，対象者を支える支援を考える
ことができるようになる．しかし学年ごとの学習進度による対象者のとらえ方の認識の相違や，核家族化に
よって祖父母と暮らす機会が少ないために，高齢者や家族以外の他者を理解することが難しくなることが予
測される．またアルバイトといった有償の活動には興味を示すが，無償のボランティア活動には，興味を示
す者も少なくなっている．医学前教育（安藤他，2005）や看護学生の地域でのプライマリ・ヘルス （身近
な健康） 関連ボランティア活動について，大学として積極的に支援する学習プログラム（「サービス・ラー
ニング」）の開発が重要であると述べられており（松谷他，2004），サービス・ラーニングの取り組みも行
われつつある（田代順子他，2007）．しかし国内の保健学教育において地域基盤型の教育システムの取り組
みはまだまだ少なく，その学びの内容が明らかになっていないという報告（中川和昌他，2011）のとおり，
現在の日本における看護学教育において，地域基盤型のボランティア教育システムの取り組みは少ない．そ
こで我々は，2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成プロジェクトに取り組み，本事業の目的達成
を目指した．地域連携協定を結ぶ瑞穂市をはじめ，瑞穂市社会福祉協議会瑞穂市地域包括支援センター・み
ずほ生き活きサポーター等関係機関の協力のもと，「介護予防体操作成プロジェクト：地域と大学が協働し
たボランティア教育システム」を実施したので，ここに報告する．

Ⅰ　本事業の目的

　介護予防体操作成プロジェクトは，地域と大学が連携した地域基盤型のボランティア教育システム構築の
ための実践的な教育改革推進事業である．
　本事業の目的は以下の４点である．
　１．学生がこれまで学んできた講義・演習等の内容を結びつけるための地域基盤型教育の展開
　２．地域の高齢者の集まりで披露する介護予防体操を作成するヘルス・ボランティア参加による地域貢献
　３．大学と地域の連携による介護予防支援におけるネットワークづくり
　４．1 ～ 3 の機会を利用したコミュニケーション・世代間交流による他者理解

Ⅱ　方法

1． 2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成プロジェクトの実施

　1）実施期間：2015 年 6 月～ 2016 年 3 月の約 10 か月間
　2）プログラム：

 �　大学教員を通じて看護学科学生 2 年次生（87 名）から募集し，応募した 9 名の学生を対象に，介護
予防体操作成プロジェクトを構成した．また地域で活動するボランティア・瑞穂市関係機関等と連携し，

１）朝日大学保健医療学部看護学科
２）瑞穂市地域包括支援センター
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地域基盤型のボランティア教育プログラムに携わった．
　3）　瑞穂市で行われている地域の高齢者の集まり（くつろぎカフェ：介護予防カフェ）

　主催は，みずほ生き活きサポーターくつろぎ隊である．瑞穂市社会福祉協議会地域包括支援センター
主催の平成 26 年度みずほ生き活きサポーター講座を受講し介護予防活動について学び，みずほ生き活き
サポーター（介護予防サポーター）として認定された 15 名でくつろぎ隊を結成．A 地区を拠点として，「瑞
穂市のみなさんが介護予防に取り組めるようお手伝いをしたい．」とくつろぎカフェをオープンした．

2．用語の定義

・ 地域基盤型＝地域基盤型学習
　�　地域のヘルスニードを踏まえ，住民や地域の人的・物質的資源を活用しながら行う実践的な保健医療の

学習．生の実社会が教材であり教師となるので，多様なレベルの知識・技能・態度の学習を一体となって
自然に行うことができる貴重で効果的な学習方略である．英国におけるプライマリケア・GP 教育カリキュ
ラムでの教育，豪州における先住民居住区等での地域医療体験教育などが先駆的な例として知られる（日
本医学教育学会・医学医療教育用語辞典編集委員会 2003）．

・ ボランティア
　�　ヘルス・ボランティアのこと．地域社会でのボランティア活動の一領域であり，健康・医療領域のニー

ズに応える自主的活動とする（三橋恭子他，2004）．

3．分析方法：

　参加回数・人数は，表計算ソフトを用いて単純集計し，量的研究を行った．また地域の高齢者の集まり（く
つろぎカフェ）への参加における氏名を伏せた状態での学生の学び・感想・リフレクション等の内容を電子
データとして整理・管理し，3 人の教員でカテゴリー別に分析した．

4．倫理的配慮

　本事業は説明会を実施し，対象者から研究協力の承諾を得た．さらに知り得た個人情報保護等の倫理的配
慮事項を遵守した．

Ⅲ　結果

１．学生の特性

　�　看護学科 2 年次生：女子 9 名のうち，祖父母との同居経験が無い学生 6 名，同居経験が有る学生 3 名で，
ボランティア体験の無い学生 6 名，体験の有る学生 3 名であった．以上のことから，祖父母との同居経
験やボランティア体験の無い学生が 7 割で，祖父母との同居経験やボランティア体験の有る学生 3 割よ
り多かった．

２．プログラム内容・参加回数と参加者数（表１参照）

　１）学生説明会と準備
　　（1）学生説明会の実施
　　　　�　担当教員 3 名と共に行う本事業の目的・内容・方法（スケジュール・倫理的配慮）を説明し，

参加を希望する学生を募り，書面で記名を求めた．
　　（2）準備：学生の希望日程を事前調査し，関係機関へ協力依頼を書面と口頭による説明を行った．
　２）研修会
　　　�　他県で実施されている活動の体験を，プロジェクトメンバーで行った．参加希望について，プロジェ
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クトメンバー以外にポスター・チラシで参加を呼びかけ
たが，メンバー以外の学生参加者はなく，関係機関の関
係者より「人数が少ないのはもったいない」という感想
があった．

　３）介護予防体操作成の実施
　　　�　学内でお揃いの T シャツや介護予防体操を作成し，

作成した体操を披露前には総合センターでデモンスト
レーションを行い，関係機関職員による指導をうけた．

　４）地域の高齢者の集まり（くつろぎカフェ）への参加：
　　　方法：�参加する高齢者等と一緒に交流を図りコミュニ

ケーションを深める．次に 1 回目はくつろぎ隊
の体操担当者の体操を実際に行い，2 回目は学生
たちが作成した介護予防体操を参加者全員と一緒
に行う．その後，学生は感想・学び・リフレクショ
ンを記入する．感想等は介護予防体操・ボランティ
ア・世代間交流・コミュニケーションのキーワー
ドを用いて記入することとした．

表１　介護予防体操作成ボランティア教育プログラムの実施回数・参加人数等

日　時 内　容 場　所 実施回数・参加人数

2015年7月2日（木）
10時45分～11時30分

学生説明会 大学内 1 回
参加者実人数：	 学生 10 名，教員 3 名

2015年8月11日
9～12時

地域の高齢者の集まりへの
参加（1 回目）：情報収集と
世代間交流

瑞穂市内 1 回
参加実人数：	 学生 5 名，教員 2 名

2015年8～12月
不定期

2015年11月
19・30日

介護予防体操作成

発表前デモンストレーション

大学内

瑞穂市総合セン
ター

22 回
参加実人数：	 学生 9 名，教員 3 名
参加延べ人数：	 学生 76 名，教員 41 名
2 回
参加実人数：	 学生 2 名，教員 3 名，
	 関係機関職員 8 名
参加延べ人数：	 学生 4 名，教員 6 名

	 関係機関職員 12 名

2015年10月13日（火）
14～16時

研修会（他県で実施されて
いる活動の体験）
講師：元気づくり大学学長　

大平利久  氏

大学内 1 回
参加実人数：	 学生 8 名， 教員 3 名，
	 みずほ生き活きサポーター 4 名，
	 関係機関職員 3 名

2015年12月8日
9～12時

地域の高齢者の集まりへの
参加（2 回目）：世代間交流
と介護予防体操の披露

瑞穂市内 1 回
参加実人数：	 学生 9 名，教員 2 名

2016年3月23日
12～16時

報告会・合同会議 大学内 1 回
参加実人数：	 学生 8 名，教員 3 名
	 みずほ生き活きサポーター 6名
	 関係機関職員 1 名　他

介護予防体操作成

研修会
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　　　（1）1 回目：情報収集と世代間交流
　　　　　日時：2015 年 8 月 11 日 9 ～ 12 時
　　　　　学生の目的：�①自分達が作成する体操披露の場の可能性があるくつろぎカフェを見学し，情報収

集を行う．②参加者と交流し，コミュニケーションを図る．
　　　（2）2 回目：世代間交流と介護予防体操披露
　　　　　学生の目的：�①ボランティア活動として自分達が作成した体操を披露し，ボランティア活動を実

践する．②世代の異なる参加者と交流し，コミュニケーションを図る．
　　　�　最初，学生たちは高齢者の人たちの隣に座り，一緒に花もちを作成したり，折り紙を折ったりしな

がら会話を行った．そして，折り紙の折り方を教えてもらったりしながらコミュニケーションを深め
ていった．次にボランティア活動とし学生たちが作成した介護予防体操を実践した．最初に学生が見
本を見せ，実施していった．介護予防体操の実施では，披露する前に注意を受けていた点について修
正し，高齢者の方に合わせてゆっくり行っていた．また，リラックスしながら行えるようにとオルゴー
ルの音楽を流しながら行った．参加された高齢者の人たちからは，笑顔が見られ「楽しくできた」「ま
た，いつ来てくれるの」などの言葉が聞かれた．

　５）合同会議・報告会
　　　�　世代間交流の機会を利用し，高齢者を対象にした介護予防体操作成プロジェクトの結果の報告（動

画体操披露含む），グループワークと意見交換も実施した．

３．感想・学び・リフレクション結果（表 2 参照）

　ボランティア活動で体験したことを振り返ることは，個人の行為や思いを言語化し，さらに体験した事象
に関して過去の経験や知識を活用して意味づけを行う自己省察（reflection）の機会となる．自己省察はサー
ビス・ラーニングの学習方法として取り入れられており，ボランティア活動や地域活動が学習となるために
不可欠な要素（生涯学習審議会，1999）とされており，本事業でも同様の結果となった．

Ⅳ　考察

１．学生の感想・学び・リフレクションについて

　１）地域の高齢者の集まり（くつろぎカフェ）への参加：1 回目
　　�　学生が見た高齢者について「しっかり高齢者の方も取り組んでみえて，より良いものを作ろうと思っ

た」「みなさんが笑顔で多くの方とその場所でお会いできることを楽しみにしてみえた」という意見から，
世代間交流での介護予防体操に取り組む高齢者に対する認識が広がり，高齢者同士の交流や地域での交
流の場の意義を感じ取ることができているといえる．ボランティア経験がなかった学生が，ボランティ
アの意義について「多くのことを学ぶことができ，とても良い体験ができる場」と表現していることか
らも，初めての経験から学べる場としての位置づけを確認できることが示唆され，ボランティア教育の
プログラムとして有効であったと推測できる．

　２）地域の高齢者の集まり（くつろぎカフェ）への参加：2 回目
　　�　学生たちの中には，ボランティア経験がある学生と経験のない学生もいた．しかし，双方とも夏休み

を利用し，ボランティア活動で介護予防体操を作成し，高齢者の人たちとの交流で得た体験から，ボラ
ンティアの実施は楽しいことや，やりがいを感じたといった感想を得ていた．現在社会において，ボラ
ンティア活動といえば災害救助活動が想起されることが多いようである．しかし，地域において高齢者
がその地域で健康に生活を送るために，みずほ生き活きサポーターの人たちのようなボランティア活動
も必要である．松田ら（2015）は，看護基礎教育においては，大学生が高齢者への関心と理解が深め
られるような教育実践が求められるとしている．今回学生たちは，くつろぎカフェに参加することでボ
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思
っ

た
．

ボ ラ ン テ ィ ア

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

し
た

経
験

は
何

度
か

あ
っ

た
が

，
今

回
初

め
て

く
つ

ろ
ぎ

カ
フ

ェ
と

い
う

介
護

予
防

に
拠

点
を

お
い

た
と

こ
ろ

へ
参

加
し

た
．

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

一
度

も
や

っ
た

こ
と

が
な

か
っ

た
け

れ
ど

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

す
る

っ
て

い
い

こ
と

だ
な

と
実

感
し

た
．

・
今

回
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

で
は

，
介

護
予

防
体

操
作

成
を

目
的

に
す

る
と

同
時

に
，

地
域

の
高

齢
者

と
話

し
た

り
，

物
を

作
っ

た
り

，
世

代
間

交
流

を
行

っ
た

．
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
い

う
の

は
，

多
く

の
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
，

と
て

も
良

い
体

験
が

で
き

る
場

で
あ

る
と

思
っ

た
．

・
　

介
護

予
防

体
操

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

通
し

て
，

楽
し

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
て

よ
か

っ
た

．
・

�　
私

は
「

介
護

予
防

体
操

を
作

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
集

し
ま

す
」

と
話

を
聞

い
て

楽
し

そ
う

だ
な

と
思

っ
て

参
加

し
た

．
・

　
今

回
の

介
護

予
防

体
操

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
参

加
し

て
よ

か
っ

た
．

・
　

私
は

初
め

て
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

行
う

の
で

す
ご

い
や

り
が

い
を

感
じ

た
．

・
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

は
様

々
な

出
会

い
が

あ
り

楽
し

い
．

・
�　

私
が

お
話

を
し

て
い

た
参

加
者

の
方

が
「

家
に

一
人

で
い

る
よ

り
こ

う
や

っ
て

み
ん

な
の

集
ま

り
に

参
加

す
る

と
友

達
も

で
き

る
し

楽
し

い
わ

」
と

お
っ

し
ゃ

っ
て

い
た

の
で

，
こ

れ
か

ら
地

域
の

方
と

か
か

わ
る

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
増

や
し

て
い

け
る

と
い

い
な

と
思

っ
た

し
，

ま
た

何
か

あ
る

の
で

あ
れ

ば
参

加
し

た
い

と
思

っ
た

．
・

�　
仲

間
や

先
生

方
と

作
り

上
げ

た
こ

と
な

ど
今

回
の

体
験

を
忘

れ
ず

に
，

こ
れ

か
ら

も
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

参
加

し
て

い
き

た
い

．
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コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・
�　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

は
，

何
を

話
せ

ば
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
く

て
戸

惑
っ

て
い

た
が

「
私

は
若

い
子

と
話

せ
る

だ
け

で
，

幸

せ
だ

よ
」

と
嬉

し
い

こ
と

を
い

っ
て

下
さ

る
高

齢
者

が
い

て
，

何

も
考

え
ず

，
い

つ
も

通
り

の
自

分
で

会
話

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
．

・
�　

来
て

下
さ

っ
た

人
達

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

り
，

情
報

を
知

っ
て

い
く

中
で

み
な

さ
ん

が
笑

顔
で

多
く

の
方

と
そ

の
場

所

で
お

会
い

で
き

る
こ

と
を

楽
し

み
に

し
て

み
え

た
．

・
�　

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

の
は

難
し

か
っ

た
け

れ
ど

，
楽

し
か

っ
た

と
い

っ
て

下
さ

っ
た

の
で

嬉
し

か
っ

た
．

・
�　

私
は

祖
父

母
と

暮
ら

し
た

こ
と

が
な

く
，

ど
の

よ
う

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
た

ら
よ

い
の

か
わ

か
ら

な
か

っ
た

が
，

話

し
て

い
く

う
ち

に
，

段
々

と
仲

良
く

な
れ

て
よ

か
っ

た
．

・
　

高
齢

者
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
っ

た
時

に
，

私
の

こ
と

を
覚

え
て

下
さ

っ
た

方
が

い
て

嬉
し

か
っ

た
．

・
　

介
護

予
防

体
操

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

通
し

て
，

楽
し

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
で

き
て

よ
か

っ
た

．

・
�　

今
回

実
際

に
皆

さ
ん

と
体

操
を

や
っ

て
み

て
感

じ
た

の
は

，
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
大

切
に

す
る

と
い

う
こ

と
で

す
．

・
　

親
戚

と
か

家
族

以
外

の
高

齢
者

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
て

よ
か

っ
た

と
思

う
．

	

・
�　

当
日

に
な

り
，

前
回

と
同

じ
よ

う
に

住
民

の
方

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

る
こ

と
が

で
き

て
改

め
て

楽
し

い
場

所
だ

な
と

思
い

ま
し

た
．

ま
た

，
覚

え
て

い
て

く
だ

さ
る

方
も

い
て

と
て

も
嬉

し
か

っ
た

．

・
�　

仲
間

と
も

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

，
1

つ
の

体
操

を
作

る
こ

と
が

で
き

た
達

成
感

を
味

わ
う

こ
と

が
で

き
た

．

・
�　

く
つ

ろ
ぎ

カ
フ

ェ
に

お
客

さ
ん

で
み

え
た

方
と

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
機

会
は

な
か

っ
た

け
れ

ど
，

職
員

の
方

た
ち

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
な

が
ら

折
り

紙
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

．
す

ご
い

技
術

で
び

っ

く
り

し
た

．

・
�　

今
回

く
つ

ろ
ぎ

カ
フ

ェ
は

最
初

に
参

加
者

の
方

々
と

お
茶

を
し

な
が

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

い
た

け
ど

，
ど

の
方

も
楽

し
そ

う
に

話
を

し
て

く
れ

て
い

た
と

思
っ

た
．

・
�　

介
護

予
防

体
操

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

通
し

て
，

折
り

紙
を

し
た

り
，

私
た

ち
の

考
え

た
体

操
を

み
ん

な
で

や
っ

た
り

，
世

代
間

交
流

が
で

き
，

色
々

な
方

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
が

で
き

た
．

世 代 間 交 流

・
　

世
代

間
交

流
を

通
し

て
，

多
く

の
こ

と
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

．

・
�　

私
た

ち
若

い
世

代
の

人
間

が
，

介
護

予
防

体
操

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
で

高
齢

者
の

方
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

，
世

代
間

交
流

を
盛

ん
に

さ
せ

る
こ

と
も

大

切
で

あ
る

．

・
�　

私
は

A
市

が
地

元
な

の
で

，
そ

の
方

も
ず

っ
と

A
市

に
住

ん
で

み
え

て
，

昔
の

話
を

し
て

く
れ

た
．

・
　

世
代

間
交

流
っ

て
い

い
な

と
思

っ
た

．

・
�　

介
護

予
防

体
操

を
通

じ
て

，
い

つ
も

は
自

分
の

祖
父

母
ぐ

ら
い

し
か

，
高

齢
者

と
は

関
わ

ら
な

い
け

ど
，

他
の

高
齢

者
と

の
世

代
間

交
流

が
で

き
て

よ
か

っ
た

．

・
�　

年
齢

が
は

な
れ

て
い

る
か

ら
，

わ
か

ら
な

い
こ

と
も

あ
り

ま
す

が
た

め
に

な
る

話
が

多
く

，
世

代
間

交
流

は
と

て
も

良
い

と
思

っ
た

．

・
　

私
は

普
段

祖
父

母
と

会
う

こ
と

が
な

い
の

で
，

世
代

間
交

流
が

で
き

て
楽

し
か

っ
た

．

・
　

当
日

は
す

ご
く

緊
張

し
た

が
，

皆
さ

ん
と

お
話

を
し

て
い

る
う

ち
に

緊
張

も
ほ

ぐ
れ

て
き

た
．

・
�　

介
護

予
防

体
操

を
通

じ
て

，
い

つ
も

は
自

分
の

祖
父

母
ぐ

ら
い

し
か

，
高

齢
者

と
は

関
わ

ら
な

い
け

ど
，

他
の

高
齢

者
と

の
世

代
間

交
流

が
で

き
て

よ
か

っ
た

．

・
　

私
た

ち
世

代
だ

け
で

な
く

，
い

ろ
い

ろ
な

世
代

の
方

と
交

流
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
っ

た
．

・
　

核
家

族
が

増
え

て
い

る
今

世
代

間
交

流
で

き
る

機
会

は
少

な
い

と
思

う
．

・
�　

私
た

ち
若

い
世

代
に

も
高

齢
の

方
た

ち
に

も
い

い
刺

激
に

な
る

の
で

く
つ

ろ
ぎ

カ
フ

ェ
の

よ
う

に
気

軽
に

集
ま

れ
る

場
所

が
増

え
る

と
い

い
な

と
思

っ
た

．
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ランティア活動の実践と共に実際活動している場面に直接触れることができ，日常生活の中で高齢者と
接触する体験が少ない中，高齢者の理解や対応について学ぶことができたと考える． 

　　�　学生は，介護予防体操を作成する上でも，学生同士のコミュニケーションの必要性を感じたり，くつ
ろぎカフェで高齢者や，ボランティアの人たちとのコミュニケーションを図ることでコミュニケーショ
ンの大切さや，コミュニケーションを図ることで楽しさを共通認識できることを学んでいた．また世代
間交流として，最初は緊張していたが話すことで緊張がほぐれていったことや，高齢者の人たちから教
わることがたくさんあり勉強になるという感想もあった．これらは，張ら（2015）が述べているよう
に高齢者らとの触れ合いにより，高齢者への尊敬と温かな関心の深まりに繋がるのではないかと考える．

　　�　介護予防体操を披露したことでは，作成した介護予防体操が地域の高齢者の生活に取り入れられれば
良いと考えていることや，それに向かい考えてきたこと，色々な指導があり，結果として出来上がった
介護予防体操に対し，高齢者への健康維持に向かってほしいことや，自分たちの学びにもつながったこ
との意見があった．学生たちは，介護予防体操を作成し実施することで，高齢者の笑顔や言葉から，ボ
ランティアの実施への達成感に繋がり，ボランティア活動への興味に繋がったと考える．

２．活動成果について

　2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成プロジェクトにおける「地域と大学が連携した地域基盤
型のボランティア教育システム」の実施によって，地域と大学が連携し，介護予防体操作成プロジェクトを
通して，ネットワークが確立し，介護予防支援活動による社会貢献への一歩となった．そして学生は，地域
基盤型教育によるボランティア体験を通して，ヘルス・ボランティア活動を行っている看護学生は，その活
動から人々や地域に対する理解，看護職への意欲を深めていたという報告（香春知永他，2005）にあるように，
①活動を共にし，交流するボランティアや保健師等がモデルとなることにより，「看護職者の準備」の意味
づけができたと考えられる．②介護予防体操作成により，学生がこれまで学んできた講義・演習等の内容を
結びつけ，③プロジェクトにおいて異なる年齢層の参加者とコミュニケーションの機会を得ることが可能と
なった．祖父母との同居経験やボランティア体験の無い学生が 7 割であったが，これらの学習成果により

「世代間相互作用」が生み出され，家族や友人以外の「他者を理解」することができたと考えられる．しか
し，学生のプロジェクト参加者は，延べ人数は 100 名以上であるが，実人数は 9 名であることから，同じ
学生が何度も参加する結果となった．ボランティアセンターを望む大学（小林明子他，2006）の報告もあり，
ボランティアセンターを持たない看護系大学である本学学生は，ボランティア活動は必修科目ではないこと
もあり，参加者数が少なかったと考えられる．また研修会開催について，ポスターやちらしで多くの学生参
加を募ったが，プロジェクト参加学生と関係機関だけの参加となり，今後の継続には参加者数が増える実施
方法を考える必要がある．

おわりに

介護予防体操作成プロジェクトにおいて介護予防体操作成を，大学と地域が協働し，学生・教職員と地
域の高齢者・サポートする関係機関関係者との世代間交流を通して地域基盤型のボランティア教育プログラ
ムを展開できた．その結果，学生・教職員から高齢者への一方的なボランティアだけではなく，地域のボラ
ンティアとそれに関わる専門職との双方向の交流を通じてのボランティア教育の実践となり，学生の新たな
学びの機会は，有用な教育方法になる可能性が示唆された．

今後このプログラム展開のために，看護系大学の特色を前面に活かし，関係機関等と協働した地域の求
めるボランティア教育活動を継続することが必要である．
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告　示

本事業は朝日大学 2015 年度教育改革推進事業として採択され実施したものであり，一部は The 3rd Ko-
rea-Japan Joint Conference on Community Health Nursing （KJJCCHN），Busan，South Korea，日本地域看
護学会第 19 回学術集会（栃木）に報告した．

今回の取り組みにあたって本学の 2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成プロジェクトにご協力
頂きましたみずほ生き活きサポーター等をはじめ関係機関やスタッフ及び住民の方々に深く感謝いたしま
す．
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